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1 方針の策定に当たって 

1-1 策定の趣旨 
本県農業を取り巻く情勢は、少子高齢化に伴う農業従事者の減少や労働力不

足の進行、不安定化する国際情勢による生産資材価格の高騰など厳しさを増し
ています。 

同じような状況に置かれている製造業などでは、人手不足や生産性向上の対
応として、ロボット、AI、IoT 等の先端技術の活用した DX に取り組まれてお
り、農業の生産現場においても、これらの先端技術を活用したスマート農業技術
の開発や生産現場への導入及びそれに適した基盤整備などに取り組み、農業の
生産性向上を図っていくことが重要です。 

こうしたことから、本県では、令和 3 年 3 月に佐賀県スマート農業推進方針
を策定するとともに、土地利用型作物の大規模化とそれに対応した機械化体系
の構築や、キュウリ農家の熟練技術を伝承する学習システムの開発などに取り
組んできました。一方で、先端技術の発展は日進月歩で進化しており、スマート
農業技術の開発状況も日々変化していることから、それらの情勢の変化に的確
に対応するため、取組内容も見直していく必要があります。 

そこで、本県におけるスマート農業をさらに進めていくため、目指す将来像や
必要な取組を改めて整理するとともに、核となる試験研究を新たに講じるなど、
スマート農業推進方針を見直しました。 

 
1-2 本方針の位置づけ 

本方針は、「佐賀県『食』と『農』の振興計画 2023」に掲げる「スマート農業
の推進」の取組を着実に進めるために策定するものです。なお、技術開発の進展
など情勢に変化が生じた場合は必要に応じて、適宜、見直しを行うこととします。 

 
1-3 本方針の期間 

「佐賀県『食』と『農』の振興計画 2023」の最終目標が設定されている令和
14（2032）年度までとします。 

-1-



 
 

2 佐賀県の農業の現状と課題 

（１）農業所得の伸び悩み 

規模拡大や法人化が進み、販売額が１千万円以上の農家の割合は増えている
ものの、世界情勢の急激な変化に伴う生産資材価格の高騰や気候変動により頻
発する気象災害などの影響で農業所得は伸び悩んでおり、農業経営は厳しい状
況となっています。 
 
（２）農業従事者の高齢化や減少 

基幹的農業従事者数は、令和２年は 19,015 人となっており、10 年前と比較し
て 3 割以上も減少しています。今後はさらに担い手の急速な減少が進む見込み
であり、産地の維持や農地・農業用施設の適切な保全・管理等が課題となってい
ます。 
 
（３）労働力不足 
 少子高齢化等の影響により生産年齢人口が減少しています。有効求人倍率は、
一時期よりは落ち着いたものの、多くの業種で 1.0 倍を超えており、労働力不足
は依然として深刻な問題となっています。 
 
（４）スマート農業技術の普及状況 
 水田農業を中心に農業用ドローンや自動操舵装置の導入が進んでいますが、
露地野菜や果樹ではまだ導入が進んでいません。また、施設園芸では統合環境制
御技術に対応したハウスの整備が進んでいますが、統合環境制御技術を指導す
る人材の育成が必要です。 
 

（１）〜（４）の状況に対応しつつ、生産性を向上させ、本県の基幹産業であ
る農業を「稼ぐ農業」へと発展させていくために、スマート農業技術の普及・拡
大を推進します。 
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３ 推進方策 

3-1 推進の考え方 
スマート農業技術は、開発段階のものから、既に普及段階に進行しているもの

まで多岐にわたることから、各技術の開発状況に応じ、推進を図っていく必要が
あります。開発段階の技術については必要に応じて試験研究機関が民間企業と
連携して開発・改良等に取り組むとともに、実証段階の技術については現場普及
を見据えて試験研究機関や農業振興センターが市町や JA、農業者等と連携しな
がら導入効果や費用対効果等の検証を実施していきます。こうした取組を通し
て、県内普及が見込めるものについては導入を推進していきます。 
 
3-2 推進体制 

本計画の推進に当たっては、関係機関がそれぞれの役割を果たしながら、連
携・協働することにより、生産現場への技術の円滑な普及と定着を促進します。 
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４ 目指す将来像 

スマート農業技術で、かしこく“稼ぐ農業”を実現しよう！ 

佐賀県では、農業をめぐる課題解決に向けスマート農業技術の普及・拡大に取
り組むことで、①自動作業ロボットやドローン等による農作業の軽労化・自動化
を進め労働力不足を改善、②データ駆動型農業が広く普及することにより収量・
品質が向上し、県内各地で「稼ぐ農業」が確立、③スマート農業を推進するため
の技術を習得し、農家に指導できる技術者が増加している将来を目指します。 
 
4-1 目指す将来像の実現のために必要な取組 
（1）労働力不足の改善 

①農作業の軽労化・自動化 
・ 主要品目における自動収穫技術等の普及に向けた実証試験の実施 
・ 大規模経営体における生育の自動診断など営農支援システムの導入推

進 
・ 大規模経営を可能にする効率的な栽培システムの確立 
・ 露地野菜や果樹におけるドローン防除の導入推進 
・ 畜産におけるカメラ等を活用した発情・分娩検知システムの導入推進 

②誰でも取り組める農業の実現 
・ 栽培管理技術のデジタル化や農作業の軽労化による農業に取り組みや

すい環境づくりの推進 
・ 適期管理（加温、灌水、収穫等）に必要となる施設野菜の生育状況や果

樹の水分ストレス等を的確に把握するセンシング技術の実証及び導入
推進 

・ 土地利用型作物における自動操舵システム等の導入推進 
（2）収量や品質を向上するデータ駆動型農業の推進 

・ 気象データや栽培環境データを解析し、病害虫の発生予測や作物の適期
管理に必要な情報をスマホアプリ等で把握するなど、熟練者でなくとも
高品質な作物を生産可能にするシステムの実証及び導入推進 

・ ハウス内の環境データ解析により収量の最大化を実現するシステムを
活用した自発的な学習グループ(スタディーグループ)の拡大推進 

・ 衛星データ等を活用した可変施肥や栽培管理支援システムの普及拡大 
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（3） スマート農業推進に向けた人材育成 
・土地利用型作物や果樹におけるドローン防除の指導ができる職員の育成 
・施設園芸における統合環境制御技術を指導できる職員の育成 

 
 

4-2 成果指標 
 
 
 

 

 

 

 

５ スマート農業推進の核となる取組 

 本県において、特に力を入れて開発・実証する取組を紹介します。 
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 ６ 推進に当たっての留意事項 

（１）導入目的の明確化 

同じ作業目的のスマート農業機械であっても、メーカーや規格により活用
可能な場面や条件等が異なるため、導入目的を明確にすることが重要です。
導入に当たっては、情報収集に努め、関係機関や専門家等の意見も参考にし
ながら、導入目的に合ったスマート農業技術を提供しているメーカーや規格
を検討する必要があります。 

 
（２）費用対効果の検討 

 スマート農業機械は従来の機械より高額で、運用時にも追加的経費が発生
することが多いことから、導入に係るコスト及びランニングコストと、導入
により削減される労働時間や経営規模拡大・多角化により増加する収入等を
勘案して費用対効果を分析したうえで、導入する必要があります。 

 
（３）通信環境の整備 

スマート農業を導入するためには、衛星測位データを補正するための基地
局やデータの送受信のための情報通信網（インターネット等）が必要なもの
もあります。このような通信環境を必要とするスマート農業技術を導入する
場合には、活用を想定しているエリアをカバーする基地局や情報通信網を整
備する必要があります。 

 
（４）導入効果をさらに高めるための生産基盤整備 

 スマート農業の導入効果を最大限引き出すためには、基盤整備などにより
その技術に適した農地にすることが重要です。自動走行が可能なロボットト
ラクターや ICT を活用した水管理システムなどを導入する際には、農地の大
区画化や勾配修正、ロボット防除機や自動収穫ロボットを導入する際には、
作物の仕立て方や施設整備など、導入するスマート農業に適した生産基盤整
備についても費用対効果を考慮しながら検討する必要があります。 
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７ スマート農業技術関連情報 

・佐賀県のスマート農業に関する取組等の情報 
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji003100568/index.html 

・スマート農業に関する政策情報（農林水産省） 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/index.html#h_276819893741717981291139 

・九州農政局管内のスマート農業取組事例（九州農政局） 
 https://www.maff.go.jp/kyusyu/seisan/gizyutu/smart.html#anchor 
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